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実践報告 

 

ゆるキャラ作成を目的とした学生地理巡検の実践報告 
 

黒田 圭介*1 ・ 宗 建郎*2 

 

Report of Geographical Excursion for the Purpose of Creating a“Yuru-Chara” 
 

Keisuke KURODA and Tatsuroh SOH 
 

【要約】本稿はゆるキャラ作成を目的とした地理巡検の実践報告であるが，以下のことが明らかとなっ

た。1)多くの受講者(班)が地域の特徴を反映したゆるキャラを作成した一方で，鯉のみを描いた班があ

った。2)その原因として，地域の特徴を反映した図案化の必要性やコンセプトの明確化などを，キャラ

企画段階で強調しなかったことが考えられる。3)作成されたゆるキャラ全体を俯瞰的にみると，島原市

を PR しているようにみえた。 

 

【キーワード】ゆるキャラ，地理巡検，商店街調査，長崎県島原市 

 

1．はじめに 

本稿は，筆者の一人である黒田が以前，非常勤

講師として担当していた，地理学Ⅰ(西南学院大学

人間科学部児童教育学科)の講義内で実施した学

生地理巡検の実践報告である。 

黒田がこの講義を担当していた当時，主に小学

校教員を目指す学生に対する地理調査法の習得を

企図し，徳山市(2016 年)，島原市(2017 年)，そし

て柳川市(2019 年)に実際に赴いて，地域調査を実

習形式で実施していた。そしてその結果をもとに，

自治体や商店街をモチーフとした「ゆるキャラ」

の作成を行っていた。特に 2017 年に実施した，長

崎県島原市の商店街を対象とした巡検(以下，この

巡検を，ゆるキャラ巡検と略す)では，ゆるキャラ

の作成に主眼を置いて巡検を行った。 

ところで，なぜその巡検は，ゆるキャラの作成

に主眼を置いたのか，その理由から明らかにして

おく。詳しくは次章にて言及しているが，ゆるキ

ャラは単にかわいいキャラクター，というわけで

はなく，その意匠には，地元の特徴や特産品など

があしらわれており，名前には自治体名が入るこ

とが多いなど 1)，郷土を PR する性質が盛り込ま

れた独特な特徴を備えている(図 1)。この特徴が，

小学校生活科の「まちたんけん」の学習に活かす

ことができるのではないか，という可能性を当時

の筆者らが感じ，小学校教員を目指す学生向けに，

地域調査法指導の一形態としてこのゆるキャラを

地理教材化した経緯がある。興味を持って郷土を

丹念に調べ，明らかになったその特長をキャラク

ター化する過程で，郷土への愛着をより育む活動

へと昇華できる可能性が期待でき，そのような教

育を実行できる小学校教員の輩出を願って，特に

野外巡検における調査結果のまとめの活動に，ゆ

るキャラの作成を導入してきた。 

本稿では特に，小学校教員養成の地理系講義や，

生活科・社会科教育法の講義担当者が，「郷土への

愛着を育む」ことを目的とした地理巡検を企画・

実施する際の参考資料となるよう心掛け，本稿の

手法における若干の注意点にも言及する。 

なお，本稿は，筆者らが 2017 年に地理教育学会

2)および日本地理学会秋季大会 3)で口頭発表した

内容を骨子とし，これに新たな知見を加えて再構

成したものである。 
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2．ゆるキャラについて 

ゆるキャラは，その考案者，というよりは発見

者であり，その提案を行ったみうらじゅん氏によ

る造語で，「ゆるゆるのキャラクター」を略したも

のである 4)。一般的に，自治体の PR に使用され

る着ぐるみのマスコットキャラクターのことを指

す。さて，この「ゆるゆる」とは，みうらじゅん

氏によると，「地域の特産品等を盛り込みすぎてよ

く理解できないキャラクターになってしまってお

り，さらにこれが着ぐるみなった時の不安定感が

愛らしく，見ていて癒される 4)」とのことが語源

のようで，ゆるキャラを本来の意味で正しく見つ

めるためには，氏独自の視点や解釈，趣向を理解

しておく必要があろう。 

しかし昨今においては，このゆるキャラには，

その名前，デザイン，行動様式，性格などの属性

設定に関して，地域の様相を簡潔かつ的確に反映

したものが多い。さらに，「物語性」を付与するこ

とで，愛着をもてるように工夫されている場合も

あり，見た目はとぼけた感じでかわいいキャラク

ターであることも多いが，その実，綿密なマーケ

ティングのもと生み出されていることが示唆され

るものも存在する。例えば，ゆるキャラ巡検を実

施した自治体である長崎県島原市公式ゆるキャラ

「しまばらん」は，漫画やアニメ，ゲームなどを

展開する人気コンテンツ「妖怪ウオッチ」の作者

がデザインしており，先に述べたみうらじゅん氏

の定義にはあてはまらないような，洗練されたデ

ザインとなっている 5)。 

また，2016 年ゆるキャラグランプリ註 1)で総合 1

位を獲得した，高知県須崎市の PR キャラクター

「しんじょう君」の風貌は(図 1)，同市にかつては

生息していたが，現在は絶滅してしまった「ニホ

ンカワウソ」をデフォルメしたものであり，名前

は同市を流れる新庄川を由来としている 6)。頭部

には PR のためか，同市の名物「鍋焼きラーメン」

を模した，脱着可能な帽子があしらわれている。

さらに，このしんじょう君には「カワウソの友達

を探しに旅にでている」という，絶滅してしまっ

たニホンカワウソの現状を鑑みた，いじらしい行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動様式や物語の展開を予感させる設定が付されて

おり，単に見た目のかわいさや，ネーミングの語

感の良さだけで人々を引き付けようとしているも

のではないことが分かる。この点に関して，例え

ば池田(2012)は，観光資源にめぐまれない自治体

では，ゆるキャラに添えられる「背景」がキャラ

クター運用において重要であり，地域独自の「物

語」をキャラクター化することでこれをも観光資

源化できることを指摘している 7)。このようにゆ

るキャラは，地域特産物等の PR にとどまらず，

地域に愛着や愛情をもってもらえるよう企画され

たものが多い。 

ここで，吉見(2020)は，ゆるキャラの持つ経済

的な効果に目をつけた自治体による不適切な運用

を指摘しており，ゆるキャラグランプリにおける

組織票の問題などを挙げながら，本来の意味から

かけ離れた定義の上でのゆるキャラ運用に警鐘を

鳴らしている 8)。しかしながら，このゆるキャラ

が持つ独特な特徴は，特に「愛着」を想定した教

育活動に応用できる教材的な価値を持つ可能性が

高いと教育機関や教員に認識されているのか，現

在まで様々な取り組みがなされている。それでは，

このような事例をいくつか紹介したのち，筆者が

実践した内容に言及していくこととする。 

 

3．ゆるキャラを用いた教育実践例 

3．1．小学校：学校ゆるキャラ作りなど 

 

図 1：しんじょう君着ぐるみ全身像 

(須崎市役所 HP6)より画像を取得し，筆

者が若干の説明を加えた) 
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 さて，インターネットで「小学校 ゆるキャラ」

と検索すると，学校の特徴を表したゆるキャラが

多くヒットする。その中には，ゆるキャラグラン

プリに登場したものも存在し，例えば泉大津市立

立戎小学校のゆるキャラ「エビすん」は，児童の

手によって作成されたもので，学校型の帽子をか

ぶり，校章がシャツに縫い付けられている 9)。同

様の例として加西市立北条小学校の「ならみー」

は，校歌にも登場する「ならの木」の実の形状を

したボディデザインとなっている 10)。 

 また，愛知県一宮市のゆるキャラ「いちみん」

は，同市教育文化部教育課が，児童・生徒に市に

対する愛着や帰属意識を芽生えさせることを目的

として，副読本の「わたしたちのまち一宮(小学校

社会科)」に表紙を含めて登場しているという 11)。

もちろん，ゆるキャラを用いた小学校での教育実

践もみられ，主にゆるキャラの意匠から，地域の

特徴を見出す活動に利用されている小学 4 年生社

会科の学習指導案が公開されている 12)。 

 以上のようにゆるキャラは，それを児童が作成

する活動や，学習効果を高めるための既存ゆるキ

ャラの活用など，すでに小学校の教育現場におい

てもある程度浸透してきている存在であると考え

られる。 

 

3．2．中学校美術科における事例 

 中学校でも 3.1.で述べたような，小学校と同じ

傾向がみられ，インターネット検索で「中学校 ゆ

るキャラ」で検索すると，学校の特徴を表したゆ

るキャラが多くヒットする。このような傾向は高

等学校でも確認でき，もはや「学校ゆるキャラ」

を作成することは，特に珍しい活動ではなくなっ

ているのかもしれない。愛校心を育む活動の一環

と考えられるが，その考察は推察の域を出ないの

で詳しい言及は本稿では避ける。 

 中学校の学習課程でゆるキャラを導入した実践

として，美術科での事例が興味深い 13)。グループ

を組んでMYゆるキャラなるものを立体物で作成

し，これを映像作品化した事例である。ゆるキャ

ラによる「自己紹介，物語の作成，演技，撮影，

鑑賞会」の，それぞれの過程の活動を通じて，生

徒は生き生きとした姿を見せ，作品を作り上げる

ためのコミュニケーションを促進させたとのこと

で，ゆるキャラの作成には愛着を育む以外にも，

生徒の繋合希求性を満たす教材としても利用でき

そうである 13)。 

 

3．3．大学教養教育での事例 

 大学においてもゆるキャラは教育教材として利

用されている。大倉(2014)による大学教養教育で

の実践では，大学 1 年生を対象に，長崎大学の PR

ゆるキャラの作成を通じて，調査力，企画力，プ

レゼンテーション力および団結力を養成する授業

作りがなされていた 14)。また，同氏はゆるキャラ

作成とは，単にかわいいキャラを描くということ

ではなく，キャラのコンセプトや売り出し方が重

要であり，ゆるキャラ作成のための企画書作りが

非常に重要である点を強調している。後述するが，

筆者が実施したゆるキャラ巡検では，この点を強

調しなかったために，筆者が意図しなかったゆる

キャラが 1 体作成されてしまった。 

 

4．ゆるキャラ巡検実践内容 

4．1．2017 年度地理学Ⅰの内容の概説 

 地理学Ⅰの講義は当時，選択必修科目として開

講されており，主に小学校教諭を目指す学生が履

修していた。2017 年は履修者 24 名中，20 名が教

員を志望していたため，将来を見越して，特に生

活科の「まちたんけん」に対応した講義内容とし

た。なおこの講義は，当時，ある程度自由な裁量

で内容を決定できたため，演習・実習形式をメイ

ンとして実施した。ゆるキャラ巡検を核とする講

義の流れと概要を表 1 に示す。本講義は最終的に，

島原市の商店街のゆるキャラを作成することを目

的とはしているものの，もちろん地理学的な調査

方法の基礎を学ぶことができる内容としている。 

まず，2017 年の講義の前半は，主に本番の島原

巡検に向けた訓練を行った。地理学的な調査方法

の習得を目指して，学内と西南画院大学近傍の西

新商店街でプレ巡検を実施した。なお，これらの 
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活動は，生活科の内容を生徒として経験できる形

式としており，学内たんけんは，「がっこうたんけ

ん」に，商店街たんけんは「まちたんけん」にそ

れぞれ準拠している。学生はこれらの調査を通じ

て，特に地域の特徴を明らかにするための必要最

低限の地理学的な野外調査方法である，メモやス

ケッチのとり方，写真の撮り方，聞き取り調査の

方法を習得することとなる。また，机上作業とし

てはマッピングや統計処理の方法を学ぶ。例えば

図 2 は，西新商店街で店舗調査した結果を，表計

算ソフトである Microsoft 社の「Excel」を用いて

受講者が地図化したものである。このように，本

講義では簡易的なデジタルマッピングまで習得で

きる内容とした。調査や解析作業は 5 名程度のメ

ンバーで構成される班活動とした。なお，本稿は

ゆるキャラの作成に関する実践報告を主に行うた

め，講義前半の学習活動の詳細な報告は割愛する。 

次に，本講義後半では，島原市の商店街におい

て野外巡検を実施し，店舗のシャッター率の調査

や，ゆるキャラ作成のための特産品や観光資源の 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発掘を，聞き取り調査等を通じて行った。その後，

班ごとに調査結果をもとにゆるキャラの作成を行

い，第 14回目では，ゆるキャラの発表会を行った。

以上が，本講義全体の概要である。 

 

4．2．ゆるキャラ巡検の実際 

 2017 年 6月 17日に，長崎市島原市にてゆるキ

ャラ巡検を実施した。同市には，露天型の商店街

もあるが，天蓋型のアーケード商店街もある。両

者ともに昨今の地方商店街では日常の風景となり

つつある「シャッター商店街」化してしまってい

る感がある。写真 1 は，前日入りした同年 6月 16

日の午後 5 時頃撮影したものであるが，人通りが

ほとんどない，閑散とした空間が広がっていた。 

 島原市の市街地に位置する商店街は，5 つのセ

クションに分かれていて(図 3)，それぞれに「特長」

「観光資源」「郷土料理」等が存在するはずである

(と，受講者には重々伝えてある)。これらを丹念

な調査のもと掘り起こして，それぞれの商店街の

特徴を捉えた，親しみのあるゆるキャラ作りを命

じた。その際ことさら，店舗等に入店して地域の

人と話をしたり，商店街のものを食べたりするこ

とを強調して事前指導を行った。そのような指導 

表 1 2017 年実施地理学Ⅰの講義概要 

講義形式 主な内容 

講義 ガイダンス 
演習 班ごとに調査内容を選定 
演習 商店街聞き取り調査シートの作成 
実習 
(調査) 

調査練習 1～大学構内たんけん 

演習 大学構内たんけん発表会 
実習 
(調査) 

調査練習 2～西新商店街たんけん 

演習 西新商店街たんけん発表会 
演習 調査シートや調査方法の再検討 
講義 巡検前説明会等 
実習 
(調査) 

ゆるキャラ巡検(本番) 

演習 商店街調査結果発表会 
演習 ゆるキャラ作成 
演習 ゆるキャラ発表会 
 
 
 
 
 

 
図 2：受講者が作成した西新商店街 
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のもとに，受講者は担当する商店街に赴き，約半

日をかけて，ゆるキャラ作りの材料を，地域と積

極的に関わりながら探し求めることとなった。写

真 2 に写る受講者の様子を見てみると，積極的に

地域に溶け込んで，楽しみながら巡検を遂行して

いる様子がうかがい知れる。それでは次章より，

実際に受講者(班)が作成したゆるキャラのすべて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

を紹介しつつ，これらについて若干の考察を行う

こととする。 

 

5．受講者が作成した各ゆるキャラの紹介 

 本章では，各班が作成した，森岳商店街，サン

シャイン中央街，一番街，湊道商店街及びみなと

商店街(図 3)のゆるキャラを紹介しつつ，みなと商

店街については指導上の反省点を述べる。 

 

5．1．森岳商店街「青い理髪店のモモちゃん」 

 ゆるキャラを図 4 に示す。ネコがモチーフとな

っており，さらに，森岳商店街にある無料休憩所

にいる高齢ネコで彼氏の「カツオくん(写真 3)」に

依頼をうけて PR を行っているという物語が添え

られている。「青い理髪店」とは，大正 12 年に建

築された木造洋風建築物の「青い理髪舘」のこと

で，現在は長崎県の登録有形文化財に指定してあ

る，モダンな建物である。なお，ゆるキャラ名は

「店」となっているが，これは単純に受講者の間

違いかと思われる。この 1 階はすでに理髪店とし

ての役役割は終え，代わりに「喫茶店モモ」が営

業されており，かんざらしなどの島原銘菓を食べ

ることができる 16)。 

さて，このモモちゃんであるが，キャラクター

設定が多く，多少情報を詰め込みすぎた感があり，

説明を受けないと理解できない物体，例えばハサ 

 
写真 1：島原市における商店街の景観 

(2017 年 6月 16日 著者撮影) 

 
図 3：島原市の商店街マップ 

(島原市商店街連盟 HP15)より画像を取得したも

のを，筆者が一部抜粋して掲載した) 

 

 

写真 2：鯉が傍らに泳ぐ商店街にて，購入し

た洋菓子を食べる受講者 

    (2017 年 6月 17日 著者撮影) 
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ミ，マドレーヌがデザインされていることから，

今回作成されたゆるキャラの中では，みうらじゅ

ん氏が言及した本来の意味での「ゆるゆる」を体

現しているようにもみえる。 

 

5．2．サンシャイン中央街「湧子ちゃん」 

 ゆるキャラを図 5 に示す。湧子と書いて，ゆう

こ，と読む。その名の通り湧き水がモチーフとな 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

っていて，湧水豊かな島原市の特徴を表現してい

る。この商店街には水路が脇に走っている箇所が

あり，そこにインスピレーションを受けて作成さ

れたものと考えられる。お腹には鯉が泳いでおり，

水路でよく見られる錦鯉が表現されている。この

水路と錦鯉は，地域の町内会が中心となって維

持・管理が行われており，「鯉の泳ぐ街」として，

市内の数カ所設定され 17)，観光客のみならず，地

域住民の方にも清涼感をもたらす地域資源となっ

ている。湧子ちゃんに関しては物語性のようなも

のは設定されていないように思われるが，透明で

清らかな湧水をテーマにした，親しみのあるキャ

ラに仕上がっている。なお，頭部の花飾りは「商

店街の人につけてもらった」とのことで，ここに

若干の物語性は認められる。 

 

図 4：青い理髪店のモモちゃん 

 

写真 3：無料休憩所にて，ネコの「カツオく

ん(写真中央)」を見物する受講者 

    (2017 年 6月 17日 著者撮影) 

 

図 5：湧子ちゃん 

(プロフィール) 

身長 156cm 

体重 ひ、み、つ 

特徴 ・湧水でできているので透明 

  ・おなかに鯉が泳いでいる。 

  ・頭には、優しい商店街の人から 

もらったお花をつけている 

・褒められたらなんでも頑張る。 
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5．3．一番街「かんざらしのかんちゃん」 

 ゆるキャラを図 6 に示す。島原銘菓の「かんざ

らし」をモチーフとしたゆるキャラで，これを作

成した班が体験したかんざらし作りにインスピレ

ーションを受けて作成したものと考えられる(写

真 4)。水路を泳ぐ鯉とともに描かれており，多少

の物語性を感じさせる。デザインはかんざらしの

団子の形状そのままに，ちょっとした足と目口を

配置しただけのものとなっており，説明がないと

何をモチーフとしているのか，不明である。 

 

5．4．湊道商店街「ミニャト君」 

 ゆるキャラを図 7 に示す。ネコがモチーフとな

っており，名前は湊道(みなとみち)商店街の言葉

遊びからきていると推察できる。他班がフルカラ

ーで作成されているのに対し，ミニャト君はモノ

クロである。身体は家屋が並ぶデザインで，これ

は湊道商店街に並ぶ家屋を表現しているという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また，よくみると首輪に印鑑があしらわれている

が，これはこの班が聞き取り調査を行った川井印

房店に由来する。 

意匠から物語性はあまり感じられないが，設定

が多く盛り込まれたキャラクターとなっていて，

みうらじゅん氏が言及するところの「ゆるゆる」

を体現しているようにも感じる。 

 

5．5．みなと商店街「来い」 

 ゆるキャラを図 8 に示す。この班は，ただ「鯉」

のみ描き，名前は「商店街に来てほしい」という

願いを込めて「来い(こい)」としてある。絵画的

には上手なのかもしれないが，ゆるキャラの定義

からは大きく外れるデザインとなっている。なぜ

こうなってしまったのか，その理由としては「事

前指導の不徹底」が挙げられる。 

この講義を行った当時，事前指導やゆるキャラ

の企画段階において，授業者の黒田が，みうらじ

ゅん氏が言うところの「ゆるゆる」を説明しなか

ったことと，イラストとしての絵の上手さより，

地域(商店街)の特徴を簡潔に反映した，親しみの

もてる図案とすべき旨を強調しなかったことが，

「来い」を生み出してしまった原因と思われる。

このことは，先述した大倉(2014)の主張と調和的

で，ゆるキャラ企画の段階で，コンセプトや PR

方法の方がむしろ重要である点 14)を熱心に説か

ないと，授業者が意図しないゆるキャラが作成さ

れる可能性が高いだろう。 

 
図 6：かんざらしのかんちゃん 

 

写真 4：かんざらし作り体験の様子 

(2017 年 6月 17日 著者撮影) 

鯉のおよぐまちのコイさん！

 
図 7：ミニャト君 
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5．6．ゆるキャラの総括 

 本節では，ゆるキャラ巡検によって作成された，

島原市の商店街をテーマとしたゆるキャラについ

て，若干の評価と考察を行う。 

表 2 に，全班が作成したゆるキャラの一覧と，

それぞれの特徴を示す。「来い」以外は「ゆるゆる」

さがあるように感じるが，これはあくまで筆者の

主観や趣向が大いに入っているので，参考程度の

言及にとどめたい。 

 さて，あらためて表 2 を眺めてみると，ぼんや

りではあるものの，島原市を PR しているような

表に見える。美しい水郷であり，その水路には優

雅に鯉が泳ぎ，ネコが歩き回る牧歌的な雰囲気が

想像できる。実際，商店街にはネコが多く闊歩し

ており，ところどころにネコに関する注意書きが

みられた(写真 5)。また，由緒ある建造物でゆっく

りお茶を楽しむことができ，清らかな湧き水を用

いた銘菓をいただける予感もする。このように，

作成されたすべてのゆるキャラを俯瞰的に見れば，

本巡検が意図するところの「商店街の特徴を捉え

た，親しみのあるゆるキャラ作り」は達成できた

と思われる。ただし，「来い」にみられるように，

事前準備が不徹底であると，巡検企画者の考えや，

みうらじゅん氏が言うところの「ゆるゆる」なキ

ャラとは異なるキャラが作成されることがあるこ

とが判明したので注意が必要である。 

 なお，このゆるキャラ巡検に関しては，独自に

学生アンケートを実施しており，本来ならばこれ

を用いて教育の効果について言及せねばならない

ところであるが，本稿は巡検実践の報告にとどめ，  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その評価については別稿に譲ることとする。 

 

6．まとめ 

 本稿では，地域をよりよく調べようとする探求

心を児童に育むことができる教員輩出を願って実

施した，ゆるキャラ作成に主眼をおいた地理巡検

の実践報告を行った。さらに，学生が巡検の調査

結果をもとに作成したゆるキャラを紹介するとと

もに若干の考察を行った。以下に本稿をまとめる。 

1)ほとんどの班は商店街や町の特徴を捉えたゆる

キャラを作成した。しかし，みなと商店街を調査

した班のみ，擬人化もすることなく，上手な鯉の

みを描いてきた。 

2)その原因の一つとして，絵の上手さより，商店

街の特徴を反映した親しみのもてる図案とすべき

旨の説明を強調しなかったことに原因があると考

えられる。 

3)また，事前指導において，みうらじゅん氏が言

うところの「ゆるゆる」を授業者が理解し，それ

を受講者に伝えないと，定義上のゆるキャラを作

成させるのは難しい。 

4)今回作成されたゆるキャラ全体を俯瞰的にみて

みると，「商店街の特徴を捉えた，親しみのあるゆ

るキャラ作り」という目標は達成できたと考えら

れる。 

 

図 8：来い 

 
写真 5：注意書きと湧水(写真右下) 

(2017 年 6月 17日 著者撮影) 
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5)本巡検の受講者による評価を分析し，ゆるキャ

ラ作成を目的とした商店街調査が教育的な価値を

持つかを検討する必要があるが，これは今後の課

題としたい。 
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註釈 

1)2010 年から 2020 年まで開催されていた，投票

によって人気のゆるキャラを決定する，いわゆる

ゆるキャラの全国大会である。詳しくは，ゆるキ

ャ ラ ® グ ラ ン プ リ 実 行 委 員 会 の official 

website(URL：https://www.yurugp.jp/jp/)を参照され

たい。 
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